
受賞者のコメント

最優秀賞　

　コモモのランタン　　               雛鳥　雪花さん

優秀賞

　ねこの灯まつり　　　               渡辺　やすしさん

　街灯おじい　　　　　               ＣＨＩＡＫＩさん

　マイとミイのあかり屋さん　   山守　美佳さん

　小さなチュウくんからの　　　伊東　里緒さん

　　大きなプレゼント 







　ほとけ様が、ふーってした　    青木　悦子さん 


審査員

　令和7年度は、亀山市にゆかりのある伝統文化「灯おどり」

や地場産業「ローソク」に関する「灯」をテーマに設定しま

した。応募総数は86作品で、審査の結果、入選作品に選ばれ

た6作品の表彰式を令和8年1月24日に行いました。

　第２部は、おはなしのひろばのカーテンを閉めて、LED

キャンドルを灯し、揺らめく灯のあたたかい雰囲気の中で、

おはなしの読み語りを楽しみました。

　入選者への副賞には、亀山市の特産品をご用意しました。

また、櫻井審査員が属する亀山絵本と童話の会さんから「今

後の創作の参考にしてください」とご提供いただいた、過

去に発行した創作童話集「おはなしワンダーランド」も入選

者の方に１冊ずつお渡ししました。　 

入選作品

青木 悦子さん

　お寺の本堂での体験を

元に描いてみました。楽

しく朗読ができて良かっ

たです。

 伊東 里緒さん

　ねずみが大好きなの

で、主人公をねずみくん

にしました。読み語りは

緊張しましたが、いい経

験になりました。

山守 美佳さん

　テーマ「灯」がすてき

だと思いました。あたた

かい表彰式をありがとう

ございました。
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 CHIAKIさん

　昨年、亀山のローソクを知る機会があり、

「灯」のおはなしに応募しました。

　賞状に同封された品々には「市愛」がぎっ

しり詰まっていて「なんてステキな地域💛」

と感動しております。

 渡辺 やすしさん

　ジャングルジムが櫓だったら･･･。猫たちが集まって踊り出し

たら･･･。そんな空想をおはなしにしました。

　表彰式の後に送ってもらった、手づくりの冊子にしてくださっ

た作品は一生の宝物です。いつか亀山の灯おどりを訪れてみたい

と思います。（令和8年2月16日伊勢新聞より）
　
～新聞紙面で山形県からご投稿の記事を見つけて、驚きました。

スタッフの大きな励みとなりました。～

表彰式の欠席者２人の作品は、

（一社）日本朗読協会の原田 里美

さんの代読でお披露目をしました。

コマヤスカン（絵本作家）

田中 聖子（三重大学、皇學館大学非常勤講師、

　　　　　絵本専門士）

櫻井 可美（三重児童文学の会代表、亀山絵本と

　　　　　童話の会会員）

北川 恵美子（亀山市教育委員会事務局職員）

髙重 京子（亀山市立図書館長）



   
森
の
湖
の
ほ
と
り
に
あ
る
家
に
、
ク
ル
ミ
ば
あ
さ
ん
が
⼀
⼈
で
住
ん
で
い
ま
し
た
︒
ク
ル
ミ
ば
あ
さ

ん
に
は
︑
コ
モ
モ
と
い
う
名
前
の
孫
娘
が
お
り
ま
し
た
︒
コ
モ
モ
は
︑
森
の
中
⼀
⼈
き
り
で
暮
ら
す
ク

ル
ミ
ば
あ
さ
ん
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こ
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⼼
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︑
毎
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ま
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︒
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ン
タ

ン
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っ
た
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︑
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が
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図
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︒

　
今
⽇
も
夜
の
深
ま
る
時
間
に
︑
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ビ
ン
グ
の
窓
に
灯
り
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と
映
り
ま
し
た
︒
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ど
︑
ク
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あ
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ん
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︒

「
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ら
っ
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い
﹂

「
こ
ん
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︑
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ば
あ
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ん
︒
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邪
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し
ま
す
﹂

　
⼆
⼈
は
︑
い
つ
も
と
同
じ
挨
拶
を
交
わ
し
ま
し
た
︒
け
れ
ど
そ
こ
に
︑
い
つ
も
と
違
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
︒
コ
モ
モ
の
持
っ
て
い
る
ラ
ン
タ
ン
で
す
︒
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モ
モ
の
顔
よ
り
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き
く
︑
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な
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て
い
る
そ
の
ラ
ン
タ
ン
︒
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︵
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間
⽕
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る
油
︶
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っ
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と
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︑
こ
こ
ま
で
明
る

い
光
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︒
不
思
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に
思
っ
て
︑
ク
ル
ミ
ば
あ
さ
ん
は
尋
ね
ま
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「
そ
の
ラ
ン
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ン
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︑
新
し
く
買
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の
？
﹂

「
い
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え
︒
空
の
お
⽉
様
を
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っ
て
き
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ん
で
す
﹂

　
ふ
と
⾒
上
げ
て
み
ま
す
と
︑
今
⽇
は
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に
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れ
て
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空
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く
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え
ま
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ん
︒
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あ
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︑
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が
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微
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︒

　
そ
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ら
コ
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は
︑
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に
⾃
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た
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べ
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︒
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も
⼆
⼈
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︑
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モ
の
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た
果
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お
菓
⼦
を
⾷
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な
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ら
紅
茶
を
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む
の
で
す
︒
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モ
モ
の
ラ
ン
タ
ン
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し
か
し
、
こ
こ
で
も
い
つ
も
と
違
う
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
日
コ
モ
モ
が
持
っ
て
き
た
も
の
は
、
に
ん

じ
ん
ク
ッ
キ
ー
、
に
ん
じ
ん
タ
ル
ト
、
に
ん
じ
ん
ド
ー
ナ
ツ…

…

と
、
な
ぜ
か
に
ん
じ
ん
を
使
っ
た
お
菓
子
ば
か

り
だ
っ
た
の
で
す
。
「
コ
モ
モ
は
、
に
ん
じ
ん
が
好
き
に
な
っ
た
の
？
　
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
明
日
は
ば
あ
さ
ん
が
、

に
ん
じ
ん
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
待
っ
て
い
ま
し
ょ
う
か
ね
」
ク
ル
ミ
ば
あ
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
に
、
コ
モ
モ
は
笑
顔
で

う
な
ず
き
ま
し
た
。
さ
さ
や
か
な
お
茶
会
を
終
え
て
、
コ
モ
モ
は
家
へ
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
程
な
く
し
て
、
ク
ル
ミ
ば
あ
さ
ん
の
家
の
扉
を
誰
か
が
叩
き
ま
し
た
。
ク
ル
ミ
ば
あ
さ
ん
が
扉
を
開

け
る
と
、
な
ん
と
そ
こ
に
は
、
先
程
帰
っ
た
は
ず
の
コ
モ
モ
が
立
っ
て
い
た
の
で
す
。
お
お
よ
そ
、
コ
モ
モ
が
忘

れ
物
で
も
し
て
取
り
に
戻
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
と
ク
ル
ミ
ば
あ
さ
ん
は
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
い
る
コ

モ
モ
は

「
こ
ん
ば
ん
は
、
お
ば
あ
さ
ん
。
お
邪
魔
し
ま
す
」

と
ま
る
で
今
日
初
め
て
会
う
よ
う
に
、
い
つ
も
の
挨
拶
を
す
る
の
で
す
。
そ
れ
に
、
コ
モ
モ
の
持
つ
ラ
ン

タ
ン
も
い
つ
も
と
同
じ
も
の
で
し
た
し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
中
身
も
、
ま
だ
手
付
か
ず
の
状
態
で
し
た
。

　
ク
ル
ミ
ば
あ
さ
ん
は
、
首
を
か
し
げ
ま
し
た
。

「
ね
え
、
お
ば
あ
さ
ん
。
今
日
は
月
が
綺
麗
よ
」

　
コ
モ
モ
に
促
さ
れ
て
外
へ
出
て
み
る
と
、
先
程
か
か
っ
て
い
た
雲
は
ど
こ
へ
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
空
は
は

る
か
遠
く
ま
で
澄
み
渡
り
、
先
程
の
コ
モ
モ
が
持
っ
て
い
た
ラ
ン
タ
ン
の
よ
う
な
月
と
、
そ
の
表
面
に
う
さ
ぎ
が

浮
か
ん
で
い
ま
し
た
。

　

　
⼦
ど
も
の
時
か
ら
︑
お
は
な
し
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
し
た
︒
隣
の
三
重
県
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図
書
館
主
催
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
⾝
近
に
感
じ
応
募
し
ま
し
た
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最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
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す
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表
彰
式
や
読
み
語
り
の
機
会
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設
け
て
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た
だ
き
︑
⾃
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品
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多
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⽅

に
読
ん
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も
ら
え
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こ
と
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つ
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が
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と
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喜
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く
思
い
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す
︒
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 講演会　「ステップアップわたしの

　読みきかせ～選ぶ・読むの工夫　

　ボランティアにできること～　

講師　ＪＰＩＣ読書アドバイザー

　　　木村 由美子さん　

読みきかせのいい

ところは、読み手と

聞き手が絵本を通して

「共感」できること

令和8年1月30日開催

令和8年2月20日開催

令和8年1月16日開催　   自筆証書遺言書保管制度について

　   地域の民話・昔ばなし大集合

　   コマヤスカン トークイベント「絵本で世界を旅する」

　   はじめての英語多読ROOM

　   令和7年度 図書館ボランティア研修会

　   創立150周年小学校の活動展示

本のフィルム

コートの方法を

学びました

　関地区の民話・昔ばなしと「ヤマトタケル」が手作り

の紙芝居とジャンボ絵本で上演されました。制作の経緯

や製本の工夫なども語られ、参加者の皆さんに地域の魅

力を知っていただくいい機会となりました。

　1月31日から2月23日までの期間、文化情報プラザ

で、コマヤスカンさんの絵本原画展を開催しました。

　トークイベントでは、「講演会 絵本ができるまで」

に続き、会場を移して原画と絵本を見比べながら、制作

の経緯や絵本に描かれていない絵についてなど、秘密の

おはなしを楽しみました。

　ボランティアの資質向上と交流を目的に図書館ボランティア団

体員や個人ボランティア登録者、学校図書館関係者を対象に研修

会を開催しました。

　津地方法務局の職員を講師にお迎えしてセミナーを開催し

ました。遺言書を法務局で保管する手続きやエンディング

ノ―トの書き方を学びました。　

参加者の声

・自分の人生を見つめ直すきっかけとなった。

・次は、遺言書の書き方講座を受けてみたい。

プログラム

「正調鈴鹿馬子唄」「孝子 万吉のおはなし」　正調鈴鹿馬子唄保存会

「関の地蔵と一休和尚」「琴の橋」　関図書サークルたんぽぽの会

「関の小萬」「ヤマトタケル」　亀山絵本と童話の会

ブックコーティング研修

講師　(株)図書館流通センター　

　　　営業アシスト長井 雅子さん　

 　辞書を使わずに、やさしい英語の絵本からはじめて、たくさん読むうちに大

人向けの本も読めるようになる読書法「英語多読」の体験会を開催しました。

亀山英語多読のつどいKatieさん持参の絵本を手に取り、じっくり絵を見ること

からスタートしました。参加者同士の会話も弾み、交流の場にもなりました。

トピックス

令和8年2月8日開催

令和8年2月15日開催

令和8年2月21日開催

発行　亀山市立図書館　

　　　亀山市御幸町318番地1

TEL 0595-82-0542  FAX  0595-82-0554　　　

　３月26日（木）までの期間、令和7年度に

創立150周年を迎えた小学校の活動展示を行

っています。子どもたちと地域の皆さんの取

り組みの様子をご覧ください。

対象校

加太小学校

神辺小学校

野登小学校

川崎小学校
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